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内容 

奄美大島豪雨災害1) 

基礎自治体広域化の課題 

簡易氾濫解析 

山口・島根豪雨災害2) 

地方中小規模河川の課題 

氾濫解析を組み合わせた避難支援 

九州北部豪雨 
被災経験を活かす 

西日本豪雨 

2014年沖縄特別警報 

太田川（高頻度水害経験）3) 

どうすれば避難するのか？ 
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奄美大島豪雨災害 

2018 土研ショーケース 2 



背景 
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局地的豪雨の増加 

ハード整備の限界 
想定外力 

財政的問題 

基礎自治体の広域化（合併） 

• 自助・共助の重要性の高まり 
• コミュニティ（集落）防災：地域ソーシャルキャピタル 

既往研究は 

都市域が多い 

過疎化・高齢化 

の進行 



背景と位置づけ 
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Check 
・危険度評価 
・社会的脆弱性 

Action 

・多様な主体での話し
合い 

Plan 
・中長期的計画 
・実行計画等 

Do 
・訓練等 

地方部における危険情報の未整備 
鹿児島県二級河川：160水系310河川 

浸水想定区域図：12水系19河川 

• CAPDサイクルによるコミュニティ防災 



本研究の目的 

集落地域に適した減災計画の方法論 

 

2010年奄美大島豪雨災害を事例として 
自助・共助・公助からみた課題の整理 

基礎自治体でも適用可能な河川氾濫シミュレーションの有用性の検討 

過疎・高齢化が進行した集落地域における減災計画（人的被害の軽減を
目的とした活動）の支援方策の検討 
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対象地域 
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年 人口 高齢化率 

1995 1901 28.9% 

2000 1906 29.9% 

2005 1784 31.6% 

2011 1547 33.2% 

住用 

名瀬 
2006年 
名瀬市、住用村、笠利
町が合併して奄美市 



気象概要 
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出典：鹿児島地方気象台・名瀬測候所：災害時気象資料 これまでは九州以北 

2010/10/20 13:00 
出典：災害時の避難に関する専門調査会資料 



降水量 
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大島支庁 

東城 

住用村 

瀬戸内合同庁舎 
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大島支庁（名瀬） 最大降水量：73mm(17:00) 

東城（奄美市住用町） 

住用村（奄美市住用町） 

最大降水量：109mm(15:00) 

前日までの累積雨量：133mm 
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瀬戸内合庁（瀬戸内町） 最大降水量：90mm(13:00） 
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最大131mm/hr 
(10月平均 238.7mm) 

データは鹿児島県HPより 

昼にピーク 

朝と夕方にピーク 



災害当時の状況 
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住用郵便局13:38 住用支所前13:28 

13:41 城トンネル通行止め R58 



被災状況 
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市
戸玉

山間

石原・西仲間

和瀬

城

見里

東仲間

川内

上役勝

中役勝
下役勝

摺勝

集落 世帯数 床上 床下 全壊 被災率 

和瀬 40 0 1 0 2.5 

城 64 37 5 0 65.6 

摺勝 16 4 2 0 37.5 

東仲間 35 16 5 0 87.5 

見里 105 5 13 0 17.1 

川内 83 15 9 0 28.9 

西仲間 99 53 15 1 69.7 

石原 23 21 1 0 95.7 

役勝 95 18 13 0 32.6 

山間 121 28 17 1 38.0 

戸玉 33 0 14 0 42.4 

市 98 6 13 0 19.4 

合計 801 203 108 2 39.1 

奄美市住用支所資料より 

奄美市住用支所資料より 



行政の対応と課題～公助～ 

11 



災害前の体制 

「台風」への備え 
1990年台風19号での被災経験：既往最大 

役勝川氾濫：当時役場前浸水深90cm 

７軒の住家移転 

放送室基礎上げ、自家発設置 

個別受信機全戸設置 

自主防災組織 etc. 
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災害当日の対応 
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朝から通常業務 
3:39 大雨・洪水警報 5:20土砂災害警戒情報 

住用では殆ど雨が降っていなかった 
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• 11:30 支所前国道上を薄く水が流れる．川内川水位上昇確認 

• 11:50 避難勧告発令：明確な基準無し．要援護者等避難誘導開始 

• 13:30頃 支所前2m30cm浸水 

 



対応の遅れの要因 
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既往災害および既往最大への対応 
梅雨前線の雨で水害が起こると考えていなかった 

雨が殆ど降っていない状況での判断 
避難勧告等の判断の難しさ 

基礎自治体の広域化（合併） 
避難勧告等は役所（本庁）判断 

• 気象情報に基づく避難準備情報 

– 災害時要援護者・グループホーム被災 

• 支所における判断：現地対応 

• 河川水位情報等の把握 
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山間集落 １１：４８（避難勧告前） 役勝集落 12:18 

下役勝集落 12:13 
11時過ぎで川内川支流宮内川は越流（住民ヒアリングより） 



集落調査とアンケート調査 
  ～自助・共助の課題～ 
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奄美市住用町城集落概要被災率（65.6%) 
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床上浸水 

床浸下 
浸水 

実際に流れてきた方向 
→まさかという驚き 

城公民館 

金久田川 

浸水なし 

雨の時に水が流れてくる方向 
→住民の認識 
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R58 

城公民館 

国道を渡りたくない→避難しない 
避難場所の位置が避難の阻害要因 

集落 

公民館 

高潮時は危険 



石原・西仲間集落 
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市
戸玉

山間

石原・西仲間

和瀬

城

見里

東仲間

川内

上役勝

中役勝
下役勝

摺勝

石原集落の避難場所：急傾斜地崩壊危険箇所 



奄美市住用町東仲間（被災率87.5%） 
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東仲間集落 

川内川 カヨ橋 

東仲間公民館 
（床下浸水） 

旧村営住宅 

古仲間川 

ヒアリングしたお宅 

体験交流館 

① 

② 
①の方が避難したお

宅 

湖月橋 

避難勧告発令時には古仲間川越流 
公民館までの道は冠水 



奄美市住用町東仲間集落ヒアリング 

 

2018 土研ショーケース 21 

昔ながらの家 

避難場所への道が冠水 

①旧村営住宅（赤いテープまで浸水・約1.4m） 
 

②古仲間川の橋を越えて水が流れていた 

④②の橋沿いにある看板 
ここも土石流危険渓流 

⑤古仲間川 

③②の橋の下流川（右の家は天井ぐらいまで浸水） 

⑥②の場所から公民館方向を見る 

自主防災組織メンバー・区長は名瀬で働いていた 



避難場所 
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東仲間公民館 西仲間公民館 



避難の基準 

基準 回答者数 

大雨警報 7 

洪水警報 6 

大雨と洪水警報両方 17 

土砂災害警戒情報 1 

記録的短時間大雨 5 

避難勧告等役所からの連絡 17 

家族隣人からの呼びかけ 2 

自主的判断で避難する人が多い 
しかし、避難できていなかった 
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避難の有無と関係する要因 
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事前決定事項 避難率 χ2検定 

避難 
場所 

決めていた 8/17 47.0% 95% 

決めていなかった 11/56 19.6% 

避難 
基準 

決めていた 5/11 45.5% 90% 

決めていなかった 12/57 21.1% 

避難場所まで事前に決めている人（防災意識が高い）ほど避難する 
→具体的に考えるところにまで至っていなかったか？ 



集落調査からの課題と減災の方向性 
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現状（課題・防災力） 減災の方向性（実際に行われたこと） 

安全な避難場所が少ない・遠い 
・平屋が多い 
・山際・川そばの小さな集落 

民家の活用 
・貴重な２階建てへの避難 
・相対的に安全な空き家 

避難場所へ行けない 
・道路が冠水、・幹線道路を横断 

危険箇所の把握 
・どの経路が相対的に安全か 

平日昼間の災害→防災力低下 
・高齢者、乳幼児と母親 
・自主防災組織・共助の機能低下 

平日昼間の集落防災・計画 
・早めの避難誘導 
・親戚宅等への避難（快適な避難場所） 

集落の防災力 
・孤立したときの持久力（市） 
・避難していない人の把握力（山間） 

集落の防災力 
・プロパンガス、畑、わき水、（建設会社） 
・社会的ネットワークの強さ 
・これらの保全・活用 



簡便な氾濫解析による避難支援 

26 



氾濫計算シミュレーション(RIC-Nays) 
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・連続式 

・運動方程式 

平面2次元非定常流れの基礎方程式 

ここに， t：時間， (x,y) ：空間座標，  (u,v)： 方向の水深平均流速 
     g：重力加速度，h ：水深， ρ：水の密度， H：基準面からの水位 
     (τx，τy)：底面せん断応力， νt：水深平均レイノルズ応力 



計算条件 
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地形データ 

境界条件 

上流端：住用村における観測雨量データを用いて 
      合成合理式                から算出 

下流端：等流条件 

標高データ(10mメッシュ)を用いて作成 

ここに，Q:流量(m3/s)  f:流出係数 
     r:洪水到達時間内平均雨量高度 
     A:流域面積(km2) 

Q=1/3.6  ・f・r・A 



水深と流速の空間分布 西仲間集落 
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10:40 13:30 

住用総合支所 



城集落における水深と流速の空間分布 
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5

1.0

0.5

0

城集落 城集落

10月20日 13:00

流速
(m/s)

10月20日 15:00

1.5

浸水深(m)

河川中心線
郵便局郵便局

流れは川の方向ではなく、
集落に向く 

浸水しにくい箇所
への避難 



山口島根豪雨災害 
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奄美大島豪雨と同様に，過疎
地域における 
被災概要 

行政対応 

住民の行動 

その支援方策 
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須佐 

萩 
徳佐 

山口 



各地の降水量 
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萩市地域防災計画（当時） 
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風水害 土砂災害 

避難準備情報 ①30mm/hr以上 
②累積雨量100mm以上 
③氾濫注意（警戒）水位 

避難勧告 ④50mm/hr以上 
⑤累積雨量100mm以上 
⑥警戒水位＆水位上昇 
⑦特別警戒水位＆水位上昇 

土砂災害の前兆を認めたとき 

避難指示 ⑧100mm/hr以上 
⑨累積雨量150mm以上 
⑩警戒水位＆水位上昇 
⑪特別警戒水位＆水位上昇 
⑫河川堤防決壊 

土砂災害が発生したとき 



萩市 須佐 萩市の対応 
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時間 情報 

4:48 警報（浸水・洪水） 

6:36 警報（浸水・土砂） 

9:26 萩市むつみ付近で約100mm(記短雨) 

10:24 萩市須佐付近で約100mm(記短雨) 
萩市田万川付近で約100mm (記短雨) 

10:50 萩市田万川付近で約100mm(10:30) 
萩市須佐で121mm (10:40) 

11:20 記録的な大雨に関する山口県気象情報 
特別警報相当 

7:55むつみ避難勧告 

11:00須佐・田万避難勧告 

10:00 



萩市防災メール 
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時間 内容 

2:59 気象注意報：大雨・洪水・雷注意報 
西部、中部、北部では、２８日昼前まで低い土地の浸水や河川の増水に注意。山口県では、２８日夕方ま
で竜巻などの激しい突風や落雷に注意。 

4:49 大雨警報（浸水害）洪水警報発表 
中部では、２８日昼前まで土砂災害に警戒して下さい。中部、北部では、２８日昼前まで低い土地の浸水
や河川の増水に警戒。 

5:04 [職員限定]むつみ地区で30mm/hｒ 市内各地を昼前にかけ断続的に強い雨雲が通過、警報文では80mm/hrの
記録あり。総合事務所は所属長判断で配備して下さい。 

6:26 県道14号益田阿武線通行止め(雨量規制に伴う事前通行止め) 

6:36 大雨警報(土砂災害、浸水害) 洪水警報 雷注意報は継続 
中部では２８日昼過ぎまで、東部、北部では２８日昼前まで、土砂災害に警戒。山口県では、２８日昼前
まで低い土地の浸水や河川の増水に警戒。 

7:18 
8:21 

土砂災害警戒情報 
[概況]降り続く大雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっている。 
[とるべき措置]崖の近くなど土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早めの避難を心がけるとと
もに、市町から発表される避難勧告などの情報に注意。 
背後に山がある場合、2階以上の部屋や斜面から離れた部屋に移動してください。 

7:55のむつみ地区の避難勧告はメール配信されていない 



萩市防災メール 
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時間 内容 

8:26 山口県土木防災情報システムによると、むつみ地域では累計雨量200ミリを超過し、1時間雨量65ミリ以
上を観測しています。また、むつみ地域～阿東にかけて土砂災害警戒レベル４と非常に危険な状態で
す。これらの地域では、浸水や土砂災害に備えて２階で過ごすなど命を守る行動をお願いします。 

8:41 [職員]むつみ地域応援職員は、道路冠水・土砂崩れに注意してむつみ総合事務所に配備してください。
なお、本庁及びその他総合事務所の災害対策要員も登庁準備の上、所属長からの指示を待ってくださ
い。 

8:44 むつみ地区は、むつみ総合事務所（吉部公民館）、高佐下ふれあいセンター、むつみコミュニティセ
ンター（高俣公民館）に避難所を開設しています。 

9:36 山口県記録的短時間大雨情報 第3号：09時 萩市むつみ付近で約100ミリの豪雨を観測※むつみ全域に避
難勧告を発令しています。冠水等で避難できない場合は、2階に避難してください。河川、水路、農用
地の見回りは厳禁です。他の地区でも同様の命を守る対策を、各地で停電が見込まれますので、飲料
水・懐中電灯・ラジオ等の準備をお願いします。 

9:51 
10:56 

萩市片俣地内・国道315号の割ケ嶽（わりがたけ）トンネル付近は倒木等で通行障害がある模様。その
他通行止め情報多数。 



萩市防災メール 
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時間 内容 

11:08 記録的短時間大雨情報 
10:40 萩市須佐で121mm 10:30 萩市田万川付近で約120mm、阿武町付近で約120mm ※萩地域で豪雨は観
測していませんが、山間部では非常に危険な状態です。山間部や河川周辺の方は、２階に避難してくだ
さい。今後、河川水位も上昇が見込まれますので、須佐川・大井川・田万川・蔵目喜川の周辺は、貴重
品等は高い場所に移動してください。 

12:37 記録的短時間大雨情報 
１時間雨量 萩市須佐で138mm、田万川120mm、阿武町120mmを観測。土砂災害や河川洪水の危険が非常
に高まっています。山や川の周辺は、早めの避難を心かげてください。既に浸水している場合、無理に
避難所に移動するのではなく、２階に移動（垂直避難）してください。 

7:55のむつみ地区避難勧告はメール配信されていない。 
11:00の須佐地区避難勧告もメール配信されていない。 
   防災無線での放送はあったが、聞こえないとの意見も。 



避難情報発令基準到達時刻 
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風水害 基準到達時刻 

避難 
準備 
情報 

①30mm/hr以上 
②累積雨量100mm以上 
③氾濫注意（警戒）水位 

10:00(34.5mm/hr) 
10:30(117.5mm) 
10:40(水位2.08m) 

避難 
勧告 

④50mm/hr以上 
⑤累積雨量100mm以上 
⑥警戒水位＆水位上昇 
⑦特別警戒水位＆水位上昇 

10:10(60.5mm/hr) 
10:30(117.5mm) 
10:40(水位2.08m) 
10:50(水位2.46m) 

避難 
指示 

⑧100mm/hr以上 
⑨累積雨量150mm以上 
⑩警戒水位＆水位上昇 
⑪特別警戒水位＆水位上昇 
⑫河川堤防決壊 

10:30(104mm/hr) 
11:00(152.5mm) 
10:40(水位2.08m) 
10:50(水位2.46m) 
不明 
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4.0 

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00 19:00

河川水位 警戒水位
特別警戒水位 危険水位(m)

←確認 
 =>11時避難勧告 



住民の行動 
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サンプル数118（回収率30%） 
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避難基準 
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33

水害前

29

水害後

46

決めてない

10

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水害前 水害後

0 10 20 30 40

大雨警報
洪水警報

大雨・洪水警報
土砂災害警戒情報
記録的短時間大雨
避難指示・勧告
近所呼びかけ
家族呼びかけ

消防団呼びかけ
その他
凡例

(n=60)



避難の有無と理由 

 

2018 土研ショーケース 42 

した しなかった 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難

凡例

(n=86)

回答 a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w

勧告

家族

隣人

状況

大雨警報等気象情報の選択肢は誰も選ばなかった 



避難の有無と被災経験 
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・気付くのが遅かった：49% 

・自宅が安全：45% 
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10:30の浸水の状況 

 

2018 土研ショーケース 45 

建物

JR線路

駅

0.1未満

0.1以上0.2未満

0.2以上0.4未満

0.4以上0.6未満

0.6以上0.8未満

浸水深(m)

0.8以上1.0未満

1.0以上1.2未満

1.2以上
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小学校

歴史民俗
資料館

総合事務所

トンネル

想定浸水深

0.5m未満

0.5m以上1.0m未満

1.0m以上2.0m未満

2.0m以上

建物

JR線路

駅

須佐川



浸水深(10:30) 



浸水深20cm以下の経路 

11:00 



課題と対策 

左岸に避難場所がない．避難所
（総合事務所）付近がまず孤立す
る→候補はある 

自主防災組織はあるが主として火
災対応（木密地域） 

トンネルが水路：過去にも経験あ
り 

高齢化率40%→避難準備情報の重
要性 
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小学校

歴史民俗
資料館

総合事務所

トンネル

想定浸水深

0.5m未満

0.5m以上1.0m未満

1.0m以上2.0m未満

2.0m以上

建物

JR線路

駅

須佐川



避難行動要支援者支援個別計画 

要配慮者避難支援時間：移動時間+10分×2(乗り降り時間) 
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避難情報発表基準と回数（過去5年） 
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情報 基準 回数 

河川 通報水位：1.2m 10回 

警戒水位：1.8m 2回 

気象 10分雨量5mm(30mm/hr) 69回 

10分雨量8.3mm(50mm/hr) 27回 

1時間雨量30mm/hr 16回 

累積雨量100mm 9回 

←2013年7月8月 

発表基準を決めるためのWS等の必要性 
（オオカミ少年効果軽減のために） 



九州北部豪雨 
被災経験を活かす 
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2012年と2017年水害の比較 
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朝倉市 
 2012年に比べ2017年
は降水量・被害共に非
常に大 

日田市 
 2012年より2017年の方
が降水量・被害共に大 

年 死者 行方不明 全壊住家 半壊住家 床上浸水 床下浸水 

朝倉市 
2012 2 0 5 34 131 483 

2017 33 2 247 790 421 

日田市 
2012 1 11 14 198 707 

2017 3 45 266 143 781 
福岡県：平成29年7月九州北部豪雨に関する情報（第171報），2017年12月28日現在，2017. 
国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所：平成24年7月13～14日出水 筑後川・矢部川・嘉瀬川流域の状況について（速報），2012 
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内容 

 気象と被害の状況 
 体制と避難の状況 
 課題・問題と対策 
 
課題と対策 

防災計画・マニュアルの徹底不足 
 実効性を高めたマニュアルの見直し 
自主防災組織が機能しない 
 自主防災組織育成・支援 
避難所運営 
 長期避難への体制整備 
情報収集体制の不備 
 災害対策本部再編成 
要配慮者対応 
 自主防・民生委員等との連携 
 ボランティア受け入れ 
 受け入れ態勢の整備 

 

2012年水害後の課題整理：朝倉市 



朝倉市における課題・問題と対策（2012） 
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問題点 課題 対応 

人員不足・横断的連携不足 防災計画・マニュアル見直し 実効性の高いマニュアル 

迅速・長期対応不能 罹災証明等，災害事務処理の効率化 

災害事務に支障 

災対本部人員・電話・空間不足 本部機能強化 人員配置・連携体制の再検討 

電話・マスコミ・相談対応のため災
対本部業務に支障 

窓口の明確化 

災害対応窓口不明確 

職員との連絡 迅速な初動体制の確立 職員研修・訓練 

問題点 課題 対応 

自主防災組織が機能しない 地域防災力の強化 自主防災組織の育成・支援 

住民意識が高まっていない 啓発活動⇒防災意識・判断能力の向
上 

災害対策（本部）の体制・機能について 

地域防災力のさらなる向上について 



朝倉市における課題・問題と対策（2012） 
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避難所の開設・運営について 
 避難所運営体制見直し 
 長期避難者対応 
 避難所と災対本部の連携強化 
 避難所への保健師等派遣 
 避難所の環境整備 
 避難所バリアフリー化等 

 
情報の収集，共有，提供について 
 情報収集体制の整備 
 災対本部の情報収集体制強化 
 庁内情報共有化 
 市民への情報提供体制 

災害時要援護者（配慮者）の支援 
 支援のための体制づくり 
 自主防・民生委員等との連携，平時からの取り

組み充実 
 
災害ボランティアについて 
 受け入れ体制の構築 
 ボランティア・被災者・被災地域の相互理解 

 



2012年水害後の対応：朝倉市 
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地域防災計画・各種マニュアル 
 大きな変更なし（ヒアリングより） 
 
自主防災 

 コミュニティ協議会毎に自主防災組織 
 旧朝倉町：１  （34.56km2) 
 旧甘木市：11 （167.19km2) 
 旧杷木町：4  （44.98km2) 
 美奈宜の杜：１ 
（2012年時点で結成済み） 
 地区別自主防災マップの作成（右図）： 
• 協議会役員参加によるWS 
• WSによる危険個所の抽出および自主避難所の設
定 
 

 



2017年水害時の対応と課題：朝倉市 
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行政対応 

 2012年災害よりはるかに強い雨 
予想雨量を上回る 
市域で雨量の状況が異なる 
 防災行政判断が難しい状況 
 市町村合併した基礎自治体では，市域で降水特
性が異なることは多い 
 

 14時ごろから電話が鳴りっぱなしで，電話対応多数
（災対本部体制の課題） 

要支援者情報の活用が間に合わなかった 
 前回と状況は違うが，同様の課題 

 
自主防災：地域の対応 

自主防災組織長が電話をするなど，積極的に避難
支援を行った 

河川の状況等を見て，適宜避難場所を移動していた 
自主避難所の利用 

豪雨災害時に利用すべきか否かが不明確な避難所（旧
松末小学校） 

避難場所であった体育館（利用せず） 



2012年水害後の課題整理：日田市 
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内容：全112頁 

 九州北部豪雨等の概要 
 被害の状況 
 災害対策本部の設置・運営 
 避難措置及び避難所の運営等 
 情報の収集及び広報活動 
 関連機関の支援・応援活動 
 ボランティア活動 
 被災者等の再建支援 
 補正予算 

 
部署ごとに課題と対応を整理 



2012年水害後の課題整理：その他 
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課題と対策 

事後ヒアリングによる避難場所の確認 
一時的に自宅二階や自主避難所利用⇒指定避難所へ移動 
長期避難対策 
県との連携による公営住宅への移動支援：早期の避難所閉鎖と生活再建支援 
情報伝達媒体 
防災無線，防災メール，エリアメール，HP，ケーブルテレビ，民放，消防団 
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行政対応 

自主防災組織支援 
 組織率100%+各組織に複数名の防災士 
 防災士資格取得支援 
 継続教育等 
要配慮者支援 
 2016年8月 福祉避難所開設・運営要領制定 
自主防災 

 川を渡る避難経路の見直し 
 平日昼間にいる人で対応できる体制 
 要支援者１名に対し複数の支援者etc. 

(吹上地区) 

↑避難経路の見直し 

↓防災体制の見直し 

要支援者支援 
体制の見直し 

2012年水害後の対応：日田市 

2018 土研ショーケース 



2017年水害時の対応と課題：日田市 
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行政対応 

避難勧告 
気象情報に加え，市設置の監視カメラ，住民情報等を考慮 
要配慮者支援 
ケアマネージャーが発災前に要支援者のショートステイ対応 

 
自主防災：地域の対応 

避難勧告等発令前に自主防災組織が災害対応の体制構築 
要配慮者避難支援 
行政からの防災情報は１つの目安として利用し，その他の情報を積極的に取得して，避難
支援等の活動を実施 
 



西日本豪雨 
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倉敷市真備町ハザードマップ 
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２０１４年沖縄特別警報 
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台風8号と豪雨を事例として 
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特別警報 

2013年8月30日運用開始 

災害が起こっていてもおかしくない状況 

「命を守る行動を」 

日時 出来事 

7/8   2:15 暴風・特別警報 

7/8  14:12 大雨特別警報（土砂災害）：沖縄市・南城市・嘉手納町 

7/9   2:52 特別警報解除 

7/9   7:00 沖縄県教育庁と気象台話し合い：特別警報発表予定 

    7:15 沖縄県教育庁HPにて午前中休校決定 

    7:31 大雨特別警報発表、TV等で学校午前休校案内 

• 避難勧告 
–災害発生の恐れがあるため、
首長が避難を勧める 



避難勧告と避難行動 
避難する心 



避難のきっかけに関する相関分析：太田川 
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気象警報 特別警報 避難勧告 避難指示 深夜予想 家族避難勧め

1気象警報 1.00 0.62 0.56 0.39 0.37 -0.05

2特別警報 0.62 1.00 0.83 0.59 0.38 -0.07
3避難勧告 0.56 0.83 1.00 0.60 0.23 0.05
4避難指示 0.39 0.59 0.60 1.00 0.53 0.19
5深夜予想 0.37 0.38 0.23 0.53 1.00 0.24
6家族避難勧め -0.05 -0.07 0.05 0.19 0.24 1.00
7近所避難勧め -0.08 0.02 0.11 0.31 0.10 0.86
8他地区避難勧め 0.05 -0.03 0.06 0.19 0.27 0.78
9警察･消防避難勧め -0.18 -0.10 0.09 0.04 -0.18 0.73
10近所避難認知 0.07 0.24 0.36 0.51 0.24 0.70
11上流洪水認知 0.12 0.12 0.28 0.28 0.30 0.59
12上流友人勧め 0.13 0.10 0.22 0.35 0.36 0.57

近所避難勧め 他地区避難勧め 警察･消防避難勧め 近所避難認知 上流洪水認知 上流友人勧め

1気象警報 -0.08 0.05 -0.18 0.07 0.12 0.13

2特別警報 0.02 -0.03 -0.10 0.24 0.12 0.10
3避難勧告 0.11 0.06 0.09 0.36 0.28 0.22
4避難指示 0.31 0.19 0.04 0.51 0.28 0.35
5深夜予想 0.10 0.27 -0.18 0.24 0.30 0.36
6家族避難勧め 0.86 0.78 0.73 0.70 0.59 0.57
7近所避難勧め 1.00 0.67 0.81 0.79 0.42 0.43
8他地区避難勧め 0.67 1.00 0.56 0.58 0.69 0.72
9警察･消防避難勧め 0.81 0.56 1.00 0.66 0.33 0.42
10近所避難認知 0.79 0.58 0.66 1.00 0.56 0.60
11上流洪水認知 0.42 0.69 0.33 0.56 1.00 0.89
12上流友人勧め 0.43 0.72 0.42 0.60 0.89 1.00

0.01＜ｐ＜0 0.05＜ｐ＜0.01 0.1＜ｐ＜0.05

行政系の情報と住民系の情報との相関が低い 



情報源と避難行動：日田市花月川流域 

情報取得 行政情報 

あり なし 

呼びかけ あり 150 283 

なし 144 249 
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自宅外 
避難率 

行政情報 

あり なし 

呼び 
かけ 

あり 34%  19%  

なし 22%  12%  

退避含む 
避難率 

行政情報 

あり なし 

呼び 
かけ 

あり 52%  25%  

なし 49%  22%  

個別受信機 
行政HP 

個別受信機 
行政HP 

地
域
力 

地
域
力 



避難行動のモデル化：広島県太田川流域 
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近所の勧め 

避難する 避難しない 

避
難
勧
告 

避難する 
328 

(type1) 
35 

(type2) 

避難しない 
99 

(type3) 
52 

(type4) 
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近隣からの呼びかけの重要性 
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定数1 定数2 定数3 年齢 深刻さ認知 効果性認知 
面倒さ認
知 

信頼 
（空間） 

地域意識 
・ 

付き合い 

変数 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 b8 b9 
パラメータ -0.69 -2.94 -0.86 -0.36 -0.38 0.34 -0.20  0.30  0.28 

t値 -0.72 -3 -0.91 -1.63 -2.23 2.01 -1.61 3.23 2.26 

適合率 尤度比 0.295  修正済み尤度比 0.281 

22

． 

iiii ZbZbZbbV 88776622 

iiii ZbZbZbbV 99776633 

iii ZbZbV 55444 

iiiii ZbZbZbZbbV 9988776611 

V1i:両方反応 
V2i:勧告のみ 
V3i:近所勧めのみ 
V4i:無反応 
Z4i:年齢  
Z5i:深刻さ認知  
Z6i:効果性認知   
Z7i:面倒さ認知  
Z8i:信頼（空間）   
Z9ｉ:地域意識・付き合い 

両方に反応 

避難勧告の
み 

近所の勧めのみ 

反応しない 

そもそも，行政の情報を
信じているorいない 
 
きめ細かな避難勧告発令 
 
日常的な近所づきあい 
⇒避難促進要因 



上流友人からの勧め 
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定数1 定数2 定数3 定数4 定数5 定数6 定数7 性別 
深刻さ認
知 

反応効
果性認
知 

面倒さ認
知 

信頼 
（空間） 

地域意
識 

付き合い 

地域防
災協力 

変数 c1 c2 c3 c4 c5 c6 c7 c8 c9 c10 c11 c12 c13 c14 
パラメー
タ 

-1.57 -4.53 -1.98 -2.33 -2.26 -3.13 -1.77 -0.36 -0.39 0.33 -0.19 0.29 0.23 0.26 

t値 -1.48 -4.13 -1.89 -4.09 -2.29 -3.13 -1.84 -1.61 -2.27 1.96 -1.5 3.04 1.77 2.19 

適合率 尤度比 0.294  修正済み尤度比 0.279 22

地域 
環境 
協力 

Z8i:年齢  
Z9i:深刻さ認知  
Z10i:効果性認知   
Z11i:面倒さ認知  
Z12i:信頼（空間）   
Z13ｉ:地域意識・付き合い 
Z14ｉ:地域防災協力 
 

iiiiii ZcZcZcZcZccV 1414131312121111101011 

iiiii ZcZcZcZccV 141412121111101022 

iiiii ZcZcZcZccV 141413131111101033 

iiii ZcZcZccV 1414998844 

iiiii ZcZcZcZccV 131312121111101055 

iiii ZcZcZccV 12121111101066 

iiii ZcZcZccV 13131111101077 

iii ZcZcV 99888 

協力体制の構築 
⇒避難促進要因 



避難を促すには 

避難勧告・避難指示 

      ＆ 

呼びかけ 

正常性バイアスを打ち破る 
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行政防災情報 
気象含む 

住民間連携 
自主防災組織 

近所づきあい 
河川環境保全活動 

避難促進 



今後の展開 



避難行動要配慮者支援 

気候変動 ⇒極端事象増加 

超高齢社会⇒避難行動要支援者増加 
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医療機関・高齢者福祉施設の被害 
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要配慮者利用施設指定率（2018年3月） 
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※指定すべき要配慮者施設が無い場合も分母に含む 



日田市の福祉避難所及び今回の対応 

福祉避難所数 
平成２４年７月豪雨時の福祉避難所指定数・・・14 

平成２９年７月豪雨時の福祉避難所指定数・・・31 

 

ケアマネージャーの要支援者支援 
要支援者等に日頃から接するケアマネージャーが、災害発生前から要支援者につい

てショートステイ対応を迅速に準備するなど、指定避難所や福祉避難所への避難と
併せて、要支援者の安全を早いうちから確保することができた。 
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終わりに：避難行動要支援者支援 
これまでの考え方 
ある水位・土砂災害警戒情報・（雨量） 

避難準備・高齢者等避難開始 

高齢者等避難開始←間に合わないのでは？ 
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河川水位 警戒水位
特別警戒水位 危険水位(m)これからの避難(支援)計画 

避難（支援）に必要な時間 

時間を確保するための水位情報 

支援者の増加 

 2階へ連れて上がるだけでも 


